
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

総合診療・急病センター［救命救急］研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
救命救急研修コースは緊急性の高い救急医療および最重症症例の集中治療を中心とした幅広い標準的

診療能力を研鑽することを目的としています。救命救急センターを中心に内科的、外科的疾患の重症初

期救急の対処を戦略的ガイドラインに則した形で行い、続いて補助循環、人工呼吸管理、血液浄化、低

体温療法など特殊な治療法の習得を含めて重症集中治療管理を実際治療から学んでいく。 
臓器別的視野で患者を診るのではなく、身体を統合的に把握しつつ統合的な診療をおこなえるように、

多くの指導医と共に、知識、技能、精神力を修得していける様に指導する。また、救命救急センターと

しての使命は、medical control 下の救急隊教育を中心とした地域救急体制や災害医療など社会的役割も

多く、これらに対する概念も学ぶことが可能である。 
 
研修カリキュラム 
1～2 年目  
施設 
東邦大学医療センター大森病院総合診療科・救命救急センター 
期間 
1 年 
習得内容 
頻度の高い内科系・外科系重症疾患の診断から治療に当たる。救急医療の特殊性を理解する。ICLS、
JPTEC、JATEC、PALS などの各種資格取得を目指す。 
 
2～3 年目  
施設 
大学内の専門内科あるいは専門外科 
他施設救命救急センターへ 
期間 
2～3 年 
習得内容 
後期研修初期に、進路として内科系、あるいは外科系の救急医を目指すのかを、この期間に一応決めて

おく。最短で 2年目に内科認定医の受験が可能となる。外科系については外科専門医受験資格を目指す。

他施設救命救急センターへ相談にて 1 年間の研修を行う。 
 
3～5 年目  
施設 
大学内の各専門内科 



各専門外科 
期間 
2～3 年 
習得内容 
学外の救命救急センターや学内の内科あるいは外科のローテーションを行いながら、救急専門医取得を

行う。また、内科認定医、外科専門医およびサブスペシャリティーとして他の専門医取得を目指す。後

期研修中には、救急専門医試験を受験する。 
 
主な診療科における週間予定 
毎日（休日を除く）AM 08:00～09:00    救命救急センター カンファレンス 
月曜日      PM 06:00～07:00    総診合同カンファレンス 
月曜日      PM 06:00～07:00    救命救急センター勉強会 
木曜日      AM 11:00～12:00    研修医勉強会 
土曜日      AM 11:00～12:00    週間症例検討会   
 
指導責任者と教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院 総括指導責任者 瓜田 純久 

救命救急           指導責任者   本多  満 

外科系            指導責任者   島田 長人 

内科系            指導責任者   宮崎 泰斗 

 
コースの実績 
救急専門医を指導している。研究者としての態度、自己学習を推奨し、症例報告や臨床研究を積極的に

指導してきた。臨床に即した形での課題は多く、臨床研究が可能と考えている。学位指導もその中から

行っていきたい。 
 
コースの指導状況 
多くの指導医（各専門医、認定医、指導医など 10 名以上）から、指導を受けられる。病態生理を重視

した診断・治療そしてその評価と監査が重要である。 
学会・研究会の発表参加も活発であり、症例発表や論文執筆の指導も実施している。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者を積極的に受け入れています。研究テーマやカリキュラムについては、できる限り希望に

沿うようにします 
 
評価及び修了認定 
専門医取得のため、各医師の研修プログラムの進行状況をコース指導責任者が随時把握・評価し、不足

部分について指導する。また、コース指導責任者は各医師の臨床、学会、論文を含めた活動状況につい

て毎年評価を行い、個別に指導する。 
 



認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本救急医学会 

資格名 日本救急医学会専門医 

資格要件 教育指定病院３年以上、ICLS 等救急医学会認定教育コース履修 

学会の連携等の概要 

医師としての経験 5 年、救急専門医認定施設で 3 年の研修期間。研修実績。 

 


